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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

セ
ル
デ
ィ
一
部
利
用
休
止
に

つ
い
て

セ
ル
デ
ィ
の
一
部
施
設
に
つ
い

て
、
天
井
改
修
工
事
に
よ
り
次
の

期
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

〇
利
用
休
止
期
間

大
会
議
室
・
中
会
議
室　
11
月
１

日
㈬
～
12
月
31
日
㈰

ホ
ー
ル
・
楽
屋
兼
リ
ハ
ー
サ
ル
室

令
和
６
年
１
月
１
日
㈷
～
３
月

31
日
㈰

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
‐
８
８
５
１

令
和
５
年
度
本
庄
市
戦
没
者

追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
本
庄
市
戦
没
者
追
悼

式
を
行
い
ま
す
。

日
時　
10
月
19
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
２
時
50
分
（
受
付　
午

後
１
時
～
）

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館

★
地
域
福
祉
課
☎
25
‐
１
１
４
２

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

10
月
１
日
㈰
か
ら
31
日
㈫
ま
で
、

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
路
上
等
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
歩
行
者
や
他
の
車
両
の
通
行

を
妨
げ
、
交
通
事
故
の
原
因
や
非

常
時
の
緊
急
活
動
の
妨
害
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
く
安
全

な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
自
転
車

は
必
ず
自
転
車
駐
車
場
等
の
適
切

な
場
所
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
限
ら
ず
、

駅
周
辺
や
路
上
等
の
公
共
の
場
所

に
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

を
放
置
し
た
場
合
は
、
条
例
の
規

定
に
よ
り
撤
去
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
マ
ナ
ー
を

守
り
、
放
置
自
転
車
の
な
い
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
25
‐
１
１
７
３
、

支
所
環
境
産
業
課
☎
72
‐
１
３

３
４

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社 羽賀商店 埼玉県本庄市栄3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（美里町・伊勢崎市）
（一都六県）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

見積
無料 リユース・リサイクル品

＼あればお値引き可！／
ドライバー
正社員募集
ドライバー
正社員募集
詳しくは
お問い合わせください

〈
広
告
〉

２
０
２
４
年
版
「
埼
玉
県
民

手
帳
」
を
販
売
し
ま
す

サ
イ
ズ　
14
㎝
×
9
㎝

色　
２
種
類
（
ネ
イ
ビ
ー
・
コ
バ

ト
ン
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）

価
格　
６
０
０
円
（
税
込
）

販
売
期
間　
10
月
13
日
㈮
～
12
月

15
日
㈮
（
完
売
次
第
終
了
）

販
売
場
所　
企
画
課
（
市
役
所
３

階
）、
支
所
総
務
課
（
ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
２
階
）

★
企
画
課
☎
25
‐
１
１
５
７
、
支

所
総
務
課
☎
72
‐
１
３
３
２

令
和
５
年
度
全
国
地
域
安
全

運
動
を
実
施

　
安
全
安
心
を
実
感
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
の
方
や

事
業
者
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う

自
主
防
犯
活
動
を
促
進
し
、
犯
罪

予
防
機
能
の
強
化
を
図
る
な
ど
、

社
会
を
挙
げ
て
安
心
感
を
醸
成
す

る
取
組
を
進
め
ま
す
。

期
間　
10
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

〇
全
国
重
点
項
目

•�

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

•�

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

〇
埼
玉
県
重
点
項
目

•�

自
転
車
盗
の
被
害
防
止

•�

住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

★
本
庄
警
察
署
☎
22
‐
０
１
１
０
、

危
機
管
理
課
☎
25
‐
１
１
８
４

彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
を

募
集

　
埼
玉
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
や

正
し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
、

情
報
等
の
普
及
・
啓
発
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
す
る
、
彩
の

国
動
物
愛
護
推
進
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　
11
月
30
日
㈭
ま
で

※
詳
し
く
は
、
本
庄
保
健
所
、
動

物
指
導
セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
県
で
配

付
の
募
集
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

★
埼
玉
県
生
活
衛
生
課
☎
０
４
８

‐
８
３
０
‐
３
６
１
２

パ
ス
ポ
ー
ト
の
電
子
申
請
が

始
ま
り
ま
す

　
10
月
１
日
か
ら
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
切
替
申
請
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
電
子
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

•�

日
本
国
籍
を
お
持
ち
の
方

•�

本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
及

び
上
里
町
に
住
民
票
が
あ
る
方

•�

有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方

•�

有
効
中
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持

ち
の
方

•�

パ
ス
ポ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県
に
変

更
が
な
い
方

15
※

歳
未
満
の
未
成
年
者
も
本
人

と
そ
の
法
定
代
理
人
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば

法
定
代
理
人
が
代
理
人
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

対
象
手
続

•��

切
替
申
請
（
残
存
有
効
期
間
が

１
年
未
満
）

•�

査
証
欄
余
白
な
し
（
見
開
き
３

ペ
ー
ジ
以
下
に
な
っ
た
場
合
）

※
手
続
き
の
流
れ
等
、
詳
し
く
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ま
た
は
埼
玉
県

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
市
民
課
☎
25
‐
１
１
１
３

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　税金の滞納は、期限内に納税している方と
の公平を欠くものです。埼玉県・本庄市では、
集中的に滞納者への催告や財産の差押えなど
を行います。
　特別な事情があって納税できない場合はご
相談ください。

★収納課☎ 25- １１２０

県   税 　   市   税県   税 　   市   税

ストップ！滞ストップ！滞納納

滞納整理強化期間
10 月～ 12 月

マイナポータル

県

県

 市長コラム

本庄市長

   しんげの一言メッセージ
本庄早稲田の杜ミュージアム来館者５万人突破
　本庄早稲田の杜ミュージアムは３年前の令和２年
10月に、それまでの本庄市立歴史民俗資料館の機能
を、展示内容を充実させて引継ぎ、かつ早稲田大学の
有する古今東西の文物を企画展示する、市と大学共同
のミュージアムとして開設されました。
　９月 10 日、開館以来３年を待たずして来館者が
５万人を突破しました。５万人目の来館者は上里東小
1年の大城馨くんです。普段からミュージアムの諸行
事に参加していて、この日は手作りの埴

は に わ

輪を取りにお
母さんと訪れたところでした。おめでとうございます。
ミュージアムに入ると、まず本庄市が誇るたくさん
の埴輪が皆さまをお出迎えします。本庄市マスコット
はにぽんのモデルとなった笑う盾持人物埴輪をはじ
め、さまざまな埴輪は見ていて心が和みます。最近私
が注目しているのは、分銅形の髷

まげ

を結い、笑う表情の
女子人物埴輪です。こちらは昨年、埼玉県の赤い羽根
共同募金の図書カードのモデルに採用され、私はひそ
かに「本庄のビーナス」と呼んでいます。
　笑う盾持人物埴輪も、本年、東北歴史博物館で開催
された夏季特別展に他の埴輪と出張してきました。こ

の埴輪は今から 11年前、フランスのパリで開催され
た「日本文化の笑い」展にも出展されました。
　館内には埴輪だけでなく、旧石器時代の出土品から
縄文土器、弥生土器、そして我が国唯一のガラス小玉
鋳型の完形品（本庄東中学校改築の際に出土）や、児
玉町長沖の古墳から発掘された古代ペルシャのガラス
玉、戦国時代のはじまりと言われる享徳の乱の舞台と
なった五十子陣跡の出土品等が展示され、我々の地元
がいかに悠久の、深みのある歴史を刻んできたかが分
かります。
　そして早稲田大学展示室では、年に２回ほどの入れ
替えで企画展が開催されています。現在の展示は「エ
ジプト文化展 - 早大隊の調査から辿

たど

る -」です。1966
年に始まった吉村作治先生をはじめとする早大エジプ
ト遺跡調査の歩みと、貴重な資料により古代エジプ
トへの理解を深めていただける内容で、会期は 11月
12日㈰までです。
　この間、開館３周年記念のさまざまなイベントも行
われるので、皆さまにはミュージアムホームページを
ご覧いただき、ぜひお越しくださいますようご案内申
し上げます。


